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第 1章緒 言 
心内膜炎の発生病理を究めんとして，従来種々の実験が行われ，夫々の成績を挙げているが，
なお不明の点も少くなし'0敗血症乃至，病巣感染の経過上に発する心内膜炎に就ては，現在の
段階に於て発生する，アレルギ{に基づくものと云うのが定説の様ではあるが，敗血症性血栓
性心内膜炎の出来方と，所謂リウマチ型心内膜炎との閲には，病理組織学上多少の隔りがあ
るO この間の経緯を|児らかにするため，著者は次の如き実験を試みた。
即ち家鬼及び白鼠に就て，その左心室内に直接菌を注入して，大量の菌が直ちに左心室内に
作用出来得る様な状態を-作り，その及ぼす効果を見たのである己実験的心内膜炎の作成に就て
の諸家の実験方法を教に述べると，先ず極めて初期に行われたものは弁膜を機械的に損傷して
之に菌を附着せしめる方法，即ち 1878年 Rosenbachは頚動脈よりゾンデを入れて弁膜を傷
つけた後細菌を入れ， 1887年 Pruddenは化学薬品(硝酸銀，硝酸カリ，苛性ソ{ダ)を用い
て損傷し， Ribbert，Bonome，Viti等は悶形物を菌と混じて注射し，心内膜炎を得ているO
然しながら之は極めて人工的な実験で，人間の場合の心内膜炎に速いものがあるので更に後年
になり，ノミテルギ勺アレルギ{概念の確立と共に同菌の反復注射 CSiegmundC大腸菌，葡
萄状球菌))， ワクチン等の免疫後の生菌注射，或いは病巣感染を作成しての実験，カルミンに
よる生体染色後の細菌注射等があり多くの立派な業績が挙げられて来た。
ところで問題になるのは病巣感染乃至は同一菌の反復注射による実験的心内膜炎の弁膜変化
は，や=リウマチ型ι云うベく，弁膜の肥厚，増生対著明であるに反し，カ Jレミン等の前処置
により，之に細菌を作用させた場合の変化は，寧ろ敗血症性，血栓性の弁膜炎に近い。どの差
異は，前者の前処置による弁膜の活性化と云うベく，その弁膜に主乏して組織球性細胞(線維
芽細胞を含めて)の増殖が著明であり，後者は之を欠いてアネノレギ戸的，またはノルメルギ戸的
情"・ 
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な変化であって弁膜の肥厚を伴わない変化である。近年 Clawsonは，予め腹腔内に溶血性連
鎖球菌を反復注射して免疫性を高め，然るのち左心室内に細菌を 1回注射する事によって， 
26%の高率に心内膜炎の発生を見た。そしてその大部分はリウマチ型であるO 著者はとの 
Clawsonの実験に基き前処置なしに左心室内に菌を 1回注射して， Clawsonの実験の意義，
特に左心室内に細菌を注入する事の意味を明らかにしたいと考えて ClawsQnとは別に全く前
処置なしで菌の左心室内注射の実験を下記の如く実施した。
第 2章家兎に於ける黄色葡萄時菌並びに
溶血性連鎖球菌による実験
第 1節実験材料 = 
1) 黄色葡萄球菌浮遊液:
使用菌は黄色葡萄球菌で， 24時間寒天培養のー斜
面を 20ccの滋菌生理的食塩水に浮遊じて使用した。 
2) 溶血性連鎖球菌浮遊液:
使用菌は溶血性連鎖球菌で，その 24時間培養の
プイヨシ 1ccを，減菌生理的食塩水で， 10倍に稀釈
して使用した。
3) 実験動物は平均体重 2.5kgの成熟家兎:
第2節実験方法
平均体重 2.5kgの健康な家兎 1匹を撰び，中 9
例に黄色葡萄球菌浮遊液，また 2例に溶血性連鎖球
菌浮遊液の 2--5ccを， 1.-..4回に亘り直接に左心室
内に注射して，そのときの心臓弁膜及びその他の臓
器にみられる諸菱化を，肉眼的並びに組織学的に検 
索した。
第 3節実験成績
実験例 
NO.1 実験動物番号 H1 体重 1850g 20倍黄
色葡萄球菌 1ccを左心室内に注射し，注射後 12時
間にして死亡，直ちに剖検した。
剖検所見: 心臓 6.4g，'肉眼的に{曽帽弁は多少不
透明であるが，定形的な死整形成はみられなし、。組
織学的には僧帽弁の粗暴芸化，細胞要素の軽度の増
加，内皮細胞の庇賛様増殖がみられる。心筋には軽
度の脂肪化がみられ，また線維性，化膿性の心外膜
炎がみられる。その他臓器の愛化としては，肝臓の
間質に於ける細胞浸潤，欝血，肝細胞の脂肪化，牌 
臓の充血，及び軽度の血欽症，腎上皮の潤濁腫脹等
が認められた0 ・
No. 2 実験動物番号 H，2体重 29'0g 2'0倍賞
色葡萄球菌浮遊液 1ccを左心室内に注射し，注射後
6日にして屠殺し，剖検した。白
'剖検所見: 心臓重量 8.5g，肉眼的に心臓弁膜装
度の粗暴霊化と，内皮組織の柵状増殖が見られる。心
筋は軽度に濁濁し空胞愛性を見るが，一部には併眠
形成も見られる。その他の愛化としては肝臓の血鉄 
症，牌臓の血液充溢，並びに腎臓に於ける小膿療の
形成，及び腎上皮締胞の硝子様愛性が見られる。
No.3 実験動物番号 H3体重 2650g 20倍黄 
色葡萄球菌浮遊液の 2，5，7 ccを4日間隔で左心室
内に注射，注射後 24日目死亡，直ちに剖検じた。
剖検所見:心臓 6.0g，僧帽弁の内皮細胞直下に，
問葉性細胞の増殖が見られ，部分的に弁膜の粗暴露化 
が見られる。また弁膜起始部には，多核白血球並び
に円形細胞の浸潤が見られる。心筋組織は中等度に
潤濁L，乳頭筋の一部にはノト壊死巣が見られた。そ
の他の臓器の菱化としては，肺臓に於ける高度の欝
血，並びに血鉄症，及び腎臓の潤濁，腫脹，及び欝
血等の菱化が見られた。
No. 4 実験動物番号 H晶体重 2400gの家兎，
20倍黄色葡萄球菌浮遊液を 1，4，6及び 10ccを5
日間隔で左心室内に注射，注射後 26目自に死亡，直
ちに剖検した。 
剖検所見: 心臓は 8.5g，肉眼的に僧帽弁は不透
明にして軽度に肥厚している。斎服伴的に見ると，
イ曽帽弁は膨イじし，内皮下組織に密な核の増加が見ら
れ，また部分的に一様に染色された肉芽腫様物質を
附着する。心筋は部分的に壊死巣が見られ，細胞浸
潤が著明で肉芽形成を認めるく第1.2図参照〉。そ
の他の臓器の浮腫並びに出血，軽度の気管枝炎，牌
臓の血鉄症，腎臓の潤濁腫脹並びに小膿湯の形成等
が見られる。
の家兎，g'0140体重H5実験動物番号No.5 
黄色葡萄球菌浮遊液 1，3，5 ccを3回に亘り 4日間
隔で左心室内に注射した。注射後 16日にして死亡。 
剖検所見:心臓は 12.5g，肉眼的に各弁膜の部分
的肥厚の所見があり，組織学的には弁膜;持に僧帽弁 
が部分的に粗暴ま化し，細胞要素の増加が見られる。
また所々硝子化している部分が見られる。心筋内に
置巳著愛はないが，組織学的に観ると，僧帽弁に軽ーは，心筋軟化と散在して，円形細胞並びに線維芽細
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胞の集合が見られる(第 3図参照〉。 その他の臓器
の菱化として，肺臓は充血性で中等度の浮腫が見ら
れ，組織学的には気管枝周囲に於ける赫胞浸潤と巣
状肺炎の小病巣が散在している。また肝臓は潤濁
L，組織学的には肝内性胆管炎の所見が著明であ
り，グ Pソン氏鞘に於ける細胞浸潤と，グツベノレ氏
星細胞の増殖が著明である。牌臓の充血が著明で V 
シパ滞胞に於ける格子線維の硝子化と軽度の血鉄症 
が見られる。また腎臓は濁濁し，組織学的には細尿
管上皮細胞の濁濁腫脹が著明である。
NO.6 実験動物番号 H6 体重 3200gの家兎，
20倍の葡萄球菌浮遊液 4ccを 1回左心室内に注射
した。注射後 12時間にして死亡。
剖検所見: 心臓は 160gで心外膜は著しく充血
し，また潤濁が著明で，所々に化膿性線維性附着物
が見られる。弁膜は組繁化し特に僧帽弁には流賞形
成が見られる o組織学的には弁膜の粗暴露化と弁膜の
内皮細胞の増殖が著明であり，特に僧帽弁に於  
て，硝子化した庇整形成が著明に見られるく第 4図
参照〉。 その他外膜に近い心筋組織並びに乳瞬筋内
には多核白血球の集合による小膿療の形成が著明で、
ある。また肺臓は，浮腫性で軽度の気管枝炎の所見
と血管周囲に於ける多核白血球の浸潤並びに肋膜下
に於ける小出血が見られる。肝臓は欝血し組織学的
が，組織学的に観ると弁膜は軽度に粗穏化し，内皮
細胞下に軽度の細胞増殖が見られる。心筋には部分
的に筋組織の壊死と多核白血球の集合が見られる。
その他臓器の愛化として，線維素性，化膿性肋膜 
炎，散在せる小巣状肺炎，牌臓の充血，腎臓の潤濁
腫脹，敗血性梗塞及び膿場形成等の菱化が見られる。
NO.9 実験動物番号 H9 体重 2051gの家兎，
20倍葡萄球菌浮遊液 5ccを左心室内に注射，注射
後 2自にして死亡。
剖検所見:心臓は 6.1gで肉眼的に特に薯愛を見 
ない。組織学的にも弁膜装置は殆んど正常である 
が，心筋の空胞蛮性，心房及び外膜下に小膿壌の形
成が見られる。また肺臓には軽度の間質性肺炎と肺
胞内に大食細胞の浸潤が見られ，肝臓には小壊死巣
と門脈周囲に円形細胞浸潤を見る。その他牌臓の髄
質増生，血鉄症及び腎臓の潤濁腫脹等の菱化が見ら
れた。
No.10 実験動物番号 HlO 体重 3100gの家
兎， 5倍溶血性連鎖球菌浮遊液 1ccを 1回，左心室
内に注射した。注射後 21時間にて死亡。
前検所見: 心臓は 11.0g心外膜は粗く線維性苔
を附する。弁膜は多少肥厚するも定形的な庇賛形成
は見られなし、。組織学的に見ると，弁膜特に僧帽弁
は粗暴露化し肥厚しているが細胞増殖は著明でない。
に ~ì、グリソン氏鞘に於ける円形細胞浸潤が著明であ・心筋は濁濁し小壊死巣が見られ，間質には禰蔓性の
る。その他腎臓に中等度の潤濁腫脹が見られる。
NO.7 実験動物番号 Hr 体重 2700gの家兎，
20倍葡萄球菌浮遊液の 4cc及び  10ccを 2聞に亘
日に12日間隔に左心室内に注射した。注射後3り， 
て死亡。
剖検所見:ー心臓は 12.1gで心嚢内に多量の出血
を認め，また化膿性心外膜炎の所見を見る。弁膜は
所々肥厚し，組織学的に見ると組繋化し，特に僧帽
弁には細胞の増殖と，内皮細胞下の細胞浸潤が見ら 
れる。肺臓は充血性で中等度の浮腫が見られる。組
織学的には軽度の化膿性気管枝炎の所見が見られ
る。肺臓は腫脹し，組織学的には急性肝炎の像で所
々に小壊死巣が見られる。牌臓は中等度の牌髄の増
生と血鉄症が見られる。腎臓の潤濁腫脹が著明で，
組織学的には間質の白血球浸潤，細尿管上皮の壊死
及び小壊死巣が見られる。-
No.8 実験動物番号 Hs体重 2050gの家兎， 
20倍葡萄球菌浮遊液 4ccを 1回左心室内に注射し
た。注射後 21時間にして死亡。
剖検所見: 心臓は 9.0gで肉眼的に著笈はない
白血球浸潤が見られる。なお心外膜には線維性心外 
膜炎の所見が見られる。肺臓は浮腫性で部分的に肺 
胞上皮様細胞の増殖と白血球浸潤が見られる。肝臓
は腫脹し，組織学的に細業周辺部の増殖が著明で中
心部の肝細胞は萎縮性である。また粟粒大の小膿疹
が散-在して見られる。牌臓は充血性で軽度の血鉄症
が見られる。腎臓は中等度の潤濁腫脹の他特記すベ
き所見はない。
No.11 実験動物番号 Hu 体重 2400gの兎
家， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 1ccを 1回，左心
室内に注射，注射後 27時間にして死亡。
剖険所見:心臓は 8.6gで心外膜は潤濁し多少粗
である。心弁膜は軽度に肥厚するも定型的な死賛形
成は見られなし、。組織学的に見ると僧帽弁は粗暴言{じ
し多少肥厚しているが，細胞増殖は見られない。心
筋は軽度に潤濁し間質に於ける白血球浸潤が見ら
れ，また心外膜にも多核白血球の浸 j聞が著明であ
る。肺臓は浮腫性で血管周囲に白血球浸潤が著明で
あり，また軽度の気管周囲炎の所見が見られる。肝
臓はj園濁し軽度の血鉄症が見られる。牌臓は充血性
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である。腎臓には潤濁腫脹が著明である。 のが多く，また明らかに米粒大の庇賛形成を示すも
第 4節小括 のもある。組織学的に見ると弁膜に於ける内皮細胞
以上の各症例の所見を総括するに，家兎に対して の増殖，灰白紅色の血栓形成等の菱化を認め，また
その左心室内に直接葡萄球菌浮遊液，及び溶血性連 心筋内に著明な白血球浸潤や小膿療の形成等が認め
鎖球菌浮遊液を 1--4回注入する事により，定型的 られた。その他の臓器に於ては一般に著明な肺浮腫
な血栓性心内:膜炎の所見を始めとして，その前階 の所見を示し，また肝臓には星芭細胞の増殖と血管
梯と考ゑ忘れる斐化を得た。即ち肉眼的には主とし 周囲に白血球浸潤等の菱化を認めるものが多い。各
て僧帽弁が不透明となり，また軽度の肥厚を示すも 症例の愛化を表示すれば第 I表の如くである。
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表1. 家兎に於ける実験成績
菌量 3iEC殺〉
商 種 迄の経
番号回数 Ccc) 過時間 
1 葡浮萄遊球菌液 
1 H c; 1 1 4 : 12 1 
H s 1 1 4 121 1 
群 H g 1 1/ 5 2日 
H l! 1 H 1 6日〈殺〉 
H7 2. H 12日 
H 
H5 H 1 16日 
1 3 
E H 5 
H3 3 。， 2 24日 
" 5 
群 " 7 
H~ 4 " 1 26日 
H 4 
，- 6 
1 10 
1 溶浮連遊球液菌 1 27時間
群 H lO 1 ‘H 1 32 1 
弁膜菱化 心筋~化
粗繁化陥耳障躍 職 lE議浸蔀 
fl託血費栓(E++制形〉3着成
(十〉 C+) 
C+t-J く十〉 間質内粗暴ま化
〈十〉 C+) 〈十〉 間質内粗暴雲化
会 C+) (十〕 (十〉 〈十〉 〈十〉 
C+) C+) 〈十〉 
?→ 
C-H-) C-I十〉 C+) C+) 
C+十〉 (十〉 C+十〉 C+) C+) 
(十〉 (十〉 
C+t-) (十ト〉 (十〉 壊限局死，[生 肉芽品糊包増殖 
-.C +D 白〈血十球〉 〈十〉
く+t-) C+) C+) 
第3章 白鼠に於け答溶血性連鎖球菌 24時間培養したプイヨシ 1ccを被菌生理的食塩水 
浮遊液によ忍実験 10ccに浮遊せしめ，その 0.2--0.5ccを直接経皮的
第 1節実験材斜 に 1回左心室内に注射， 20時間乃至 10日聞に死亡 
1)溶血性連鎖球菌浮遊液: 使用菌は前回実験に 或は屠殺したものを剖検し，心臓その他の臓器につ
使用せるものと同一の溶血性連鎖球菌"'{:'， 24時間培 いて肉眼的並びに組織学的に検索した。
養後のプイヨ y 1 ccを被菌生理的食塩水で、 10倍に 第 3節実験成績
稀釈したものであるo 実験例 
2)実験動物: 平均体重 150g内外の健康な成熟 No.l 実験動物番号 H u.1 体重 130gの自
由鼠。	 鼠，溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを 1回左心室内に
第 2節実験方法 注射，注射後30時間にて死亡。
体重 150g内外の成熟白鼠に，溶血性連鎖球菌を 剖検所見: 心臓は 0.75gで心外膜はj園濁し軽度
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の線維素性物質の附着が見られる。心筋は rl:等度に
溜濁し弁膜の肥厚が見られる。特に僧帽弁起始部に
於ける半米粒大の庇繋形成が見られる。組織学的に
観ると弁膜は著しく粗緊化し中等度の内皮前日胞の増
殖が見られる。また心筋組織の血管周囲には禰藁性
の円形細胞浸潤が見られ，一部にはアショフ結節を 
思わせる様な結節の形成が見られる。また左心内膜
に近き心筋の肉芽腫形成が著明に認められる。その
他の臓器の愛化としては，肺臓に於ける出血浮腫並
びに血管周囲に於ける円形純胞多核白血球浸潤が見
られ，また肝臓に中等度の欝血と肝細!胞の r:l'lじ性脂
肪斐性が見られたく第 5，6図参照〉。
NO.2 実験動物番号 HR 2 体重  125gの自
鼠，溶血性連鎖球商浮遊液 0.5ccを左心室内に注
射，注射後 38時間にて死亡。
剖検所見:心臓は 0.8gで心外膜は滑沢でなく，
また心嚢内に黄色液の増量が見られる。心筋は著し
J く潤濁し所々に黄白色の点が見られる。弁膜は何れ
も不透明で多少肥厚する。組織学的に検すると弁膜 
の粗繋化が著明で，内皮細胞の腫脹が見られ，また
内皮細胞下に線維芽細胞，円形細胞等の増殖が見ら
れる。心筋は潤濁が著明で所々多核白血球の集合し
た小濃療の形成が見られる。その他の臓器に於ては
肺臓に中等度の出血と血管周囲の細胞浸潤が見ら
れ，また肝臓に中等度の際血と中心性脂肪~性が見
られた。
No. 3 実験動物番号 HR 3 休霊  140gの白
鼠，溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3~ 1. 0 ccを左心室内に 
注射，注射後 20時間にて死亡。
剖検所見:心臓は 0.6gで心褒並びに心外膜に著
~を見なし、。心筋は中等度に潤濁するも心梗塞及び
出血は著明でない。弁膜は何れも多少肥厚し不透明
であるが庇整形成は見られない。組織学的に見ると
弁膜の粗暴芸化が中等度に見られ，また内皮細胞の腫
脹が見られる。内皮細胞下の紡胞も軽度に増殖し，
特に弁膜の附着部には小壊死巣が見られる。心筋は
中等度に潤濁し，血管周囲に於ける多核白血球，円
形細胞等の浸潤が著明である。その他臓告まには肺に
於ける欝血，浮腫並ひ専に肝ー 臓の欝血が著明で、ある。 
No. 4 実験動物番号 HR 4 体重 90gの白鼠，
溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に注射，注
射後 2時間にて死亡。
剖検所見:心臓は 0.8gで心外膜は比較的滑沢で
ある。左心室前壁に小出血斑を認める。心筋には中
等度に潤濁が見られる。弁膜は軽度に不透明の感じ
であるが特記すべき所見はなし、。組織学的に見ると
弁膜は軽度に粗緊化し内皮細胞の腫脹増殖が見られ
るのまた内皮下組織に於ては細胞要素の軽度の増加
が見られる。その他臓器の菱化としては肝臓に軽度
の欝血が見られた。
No. 5 実験動物番号 HR 5 体重  110gの白
鼠，溶血性連鎖球菌浮遊液 0.2ccを左心室内に注射，
注射後 20時間にて死亡。
剖見所見:心臓は1.1gで心外膜は組造である。
心筋は著しく溜濁し左心室の心筋には粟粒大の膿
痕形成が見られる。弁'膜は多少不透明に肥厚してい
るが死費形成は見られなし、。組織学的に見ると弁膜 
の粗繁化と内皮細胞の増殖並びに腫脹が中等度に見
られ，内皮下組織には多核白血球の浸潤が著明であ
る。また心筋組織には小壊死巣が見られその周囲に
は多核白血球，円形細胞の集合が見られる。肺臓は
充血並びに浮腫が著明で血管周囲には中等度の浸潤 
が見られる。肝臓は潤濁し中等度の欝血が見られた。
No. 6 実験動物番号 HR 6 体重  125gの自
鼠，溶血性連鎖球菌浮遊液 0.4ccを左心室内に注
射，注射後 20時間にて死亡。
剖検所見:心臓は1.1gで心外膜並びに心筋組織
には肉眼的所見はなし、。必内膜の菱化を見ると，僧
帽弁の軽度の肥厚が見られる。組織学的にほ，内皮
細胞の腫脹増殖があり，また内皮下組織に軽度の細
胞増殖が見られる。その他臓器には特記すべき所見 
はなし、。
NO.7 実験動物番号 HR 7 休重  185gの自
鼠， 10倍連鎖球商浮遊液 0.2ccを左心室内に注射，
乱て射後 56時間にて死亡。
剖検所見:心臓は1.0gで心外膜は滑沢で特に異
状はなし、。弁膜は一般に肥厚しているが庇整形成は
見られなし、。組織学的には一般に弁膜の粗暴言化が中
等度に見られ，特に僧帽弁には内皮細胞の腫脹増殖
が著UJ:}である。また心筋組織には小壊死巣が見られ
る。またその他の臓器には，肺臓に血管周囲円形細
胞浸潤，腎臓の潤濁腫脹，肝臓の欝血及び脂肪愛性
が見られる。
No.8 実験動物番号 HR 8 体重  175gの白 
鼠， 10倍連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に注射，
注射後 36時間にて死亡。
剖検所見: 心臓は 1.1gで心外膜は滑沢にして肉
眼的に著獲を見なし、。心筋は多少j閤濁してし、る。各
弁膜装置は軽度の灰白色，肥厚が見られる。組織学 d
的に見ると弁膜の組繁化が中等度に認められ，内皮
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細胞の腫脹増殖並びに内皮下組織の増殖が見られ
る。心筋組織は中等度に潤濁して→Wこ小勝目立形成
が見られる。その他臓器の菱化としては，肺臓の浮
腫血管周囲の多核白血球及び円形紘胞の浸潤，牌臓
の充血，腎臓の潤濁腫脹，肝臓の潤濁並びにグッベ
ル氏星細胞の腫脹等の菱化が見られた。
No.9 実験動物番号 HR 9 休重 95gの白鼠，
10倍連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に注射，注射
後 68時間にて死亡。
剖検所見:心臓は 10gで心外膜は滑沢にして肉
眼的に特記すべき所見を見ない。心筋は軽度に潤濁
する。弁膜装置を見ると僧1自弁は中等度に肥厚しそ
の起始部に近く米粒大のt賛形成を認める。また大
動脈弁の外側には不規則な形の米粒犬庇整様形成が
見られる。組織学的に弁膜を見ると粗暴露化が著明
で，内皮下細胞の増殖が見られ→部には定型的な庇
賛形成が見られる。また心筋間質に舟形細胞及び大
単核細胞が集銭していーる所見が見られ，また一部に
は肉芽腫形成が見ちれる(第7図参照〉。 その他臓
器の菱化としては肺臓の散在せるノト壊死巣が見られ
た。
No.10 実験動物番号 H R:10 体重170gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に
注射，注射後 77時間にて死亡。
剖検所見.，'心臓は 1.1gで心外膜は滑沢にして肉 
眼的に著褒をみなし、。弁膜装置をみるに，大動脈弁
及び{曽帽弁は多少浮腫性に肥厚するも特に異常を見
ないが，肺動脈には小結節形成が見られた。組織学
的に見ると，弁膜の浮腫と内皮細胞の腫脹増殖が見
られる。心筋組織内には小壊死巣と膿蕩形成が見ら
れる。その他臓器の菱化としては，肺臓に小出血巣 
剖検所見: 心臓は1.0g，-肉眼的に心外膜には馨
褒は見られなし、。心筋は軽度に潤濁し，左心室心筋
内に小斑点が見られる。各弁膜は多少肥厚するも肉
眼的に著愛はなし、。組織学的にみると粗暴言化が軽度
にして内皮細胞の増殖が見られる。心筋は著しく濁
濁し間質に小膿壌の形成が見られる。其の他の臓器 
の愛化としては，肺臓の小動脈の周囲に多核白血球 
並びに円形細胞の浸潤が見られる他，特記すべき所
見はない。 
No.13 実験動物番号 HR 13 体重 185gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.5ccを左心室内に
注射，注射後 43時間にて死亡。
剖検所見 t 心臓は1.4g，肉眼的に心外膜は滑沢
にして著愛はないが，心筋は著しく潤濁し特に左心
室壁の筋肉内に 2個の小白斑が見られた。僧帽弁及
び大動脈弁は多少肥厚するも庇賛形成は見あれな
し、。組織学的には，各弁膜に軽度の粗素化，内皮細
胞の腫脹，並びに内皮細胞の増生が見られる。心筋
は間質に中等度の多核白血球並びに円形細胞の浸潤
が見られ，一部には小膿蕩の形成が見られる。其の
他の臓器の~化として，肺臓に中等度の浮腫と血管 
周囲に多核白血球の浸潤，円形細胞の浸潤及び散在
せる気管枝肺炎巣が見られる。肝臓は多少欝血し軽
度の中心性脂肪蛮性が見られる。
No.14 実験動物番号 HR14 体重 300gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.2ccを左心室内に
注射，注射後 43時間にて死亡。
剖検所見: 心臓は 1:4g，肉眼的に心外膜に著密
にない。心筋は多少潤濁してし、る。大動脈並びに僧
帽弁は多少肥厚しているが，流整形成は見られな
L、。組織学的には，弁膜の中等度の粗暴毒化，並びに
と血管周囲の円形細胞浸潤，肝臓の欝血が見られる¥軽度の内皮細胞の増殖が見られた。心筋組織には血
他特に異常を見ない。
No.11 実験動物番号 HR11 体重 155gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.4ccを左心室内に
注射，注射後 1時間にて死亡。
剖検所見:心臓は 0.8gで心外膜は平滑，著斐は
なし、。心筋は多少潤濁するも壊死巣は見られなし、。
心弁膜は多少肥厚し，特に僧帽弁に米粒大の灰白色
庇賛形成が見られる。組織学的に見ると，弁膜装置
の軽度の粗緊化，内皮細胞増殖，内皮細胞腫脹が見 
られる。他に特記すべき所見はない。
No.12 実験動物番号 HR12，体重 160gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 O.4ccを左心室内に
注射，注射後62時間で死亡。
管周囲に多核白血球並びに円形細胞の浸潤が著明。 
一部には小壊死巣の形成が見られる。其の他の臓器
の愛化として，肺臓に軽度の浮腫と出血，並びに肝
臓の欝血と中心性脂肪Z羽生が見られる。
No.15 実験動物番号 HR 15 体重 150gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.2ccを左心室内に
注射，注射後 10時間にて死亡。
剖検所見:心臓は1. 1g で肉眼的に心外膜に著~
は見られない。弁膜装置も僧帽弁が多少肥厚する程
度で特記すべき所見はなし、。心筋組織は多少潤濁 
し，左心室の心筋内に小斑点が見られる。組織学的
には，弁膜の軽度の粗繋化と内皮細胞の腫脹が見ら
れる他異常はなし、。心筋は多少潤濁し一部に小壊死
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巣が見られる。その他の臓器の菱化として，肺臓に
小出血巣と肝臓に軽度の欝血が見られる。
No.16 実験動物番号 HR16 体重 140gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に
注射，注射後 6日にして屠殺した。
剖検所見: 心臓は 0.95gで肉眼的に著安は見ら
れなし、。紘織学的には僧帽弁の軽度の組繁化が見ら
れる他異常はなし、。その他臓器にも特記すべき所見
は見られない。
No.17 実験動物番号 HR17 体重 155gの自
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に
注射，注射後 6日にて死亡。
剖検所見:心臓は1.0gで肉眼的に心外膜に軽度
の潤濁が見られる。弁膜は一般に多少肥厚するが僧
l帽弁に米粒大の庇整形成が認められる。組識学的に 
は弁膜に高度の粗慈{じが見られ内皮細胞の増殖並び
に腫脹が見られる。特に僧帽弁閉鎖縁にはエオジン
濃染物質が附着し内皮細胞の増殖が著明で庇賛形成
が見られる。心筋は多少潤濁し一部には小壊死巣;を
見る。その他臓器の愛化としては，肺臓小動脈のー
部に線維素様斐性と，肝臓に軽度の欝血並びに肝細
胞の離解が見られる〈第8図参照〉。
No.18 実験動物番号 HR18 体重 145gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液0.3ccを左心室内に
注射，注射後 10日にして死亡。
剖検所見:心臓は1.0gで肉眼的に著愛はなし、。
組識学的に軽い弁膜の粗暴言化が見られる他特記すべ
き所見はなし、。其の他の臓器には，散在した肺膿療
の形成と，肝臓の欝血並びに肝細胞の離解が見られ
る。 
No.19 実験動物番号 H R. 19 体重 130gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.4ccを左心室内に
注射，注射後 10日にて死亡。
剖検所見:心臓は 0.85gで肉眼的に心外膜に著
安は見られなし、。弁膜は多少肥厚している程度。組
識学的には弁膜の粗緊化と軽度の内皮細胞増殖並び 
に腫脹が見られる。心筋の間質は浮腫性で血管周囲
に多核白血球，円形細胞の浸潤が見られる。その他
の臓器には肺臓に小出血巣と浮腫が見られる他特記
すべき所見はなし、。
No.20 実験動物番号 HR20 体重 140gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.4ccを左心室内に
注射，注射後 10日にて死亡。 
剖検所見:心臓は肉眼的に弁膜が肥厚する他異
常を認めなし、。組識学的には，弁膜の軽度の組慈
化，多核白血球の浸潤並びに内皮細胞の増殖が見ら
れる。心筋間質には軽度の円形細胞浸潤が見られ 
る。その他の臓器の菱化としては，肺臓の軽度の欝
血と，肝細胞の離解が見られる。 
No.21 実験動物番号 HR21 体重 170gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.2ccを左心室内に
注射，注射後28時間にて死亡。
剖検所見: 心臓は1. 1g で肉眼的に心外膜に著~
はないが，弁膜装置は一様に肥厚し，僧帽弁起虫館F 
に米粒大の流賞形成が認められる。組議学的には弁
膜の組霧化，白血球浸潤，内皮高岡包の増生が著明で，
心筋間質には閥蔓性の円形細胞浸潤が見られる。そ
の他の臓器の愛化としては，肺臓の軽度の欝血が見
られる。 
No.22 実験動物番号 HR22 体重 130gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.2ccを左心室内に
注射，注射後40時間にて死亡。
剖検所見:心臓は 0.7gで肉眼的には，心外膜，
弁膜装置に著廷はないが，心筋の溜濁が著明であ
る。組織学的には，僧帽弁に軽度の粗暴量化，間質に
多核白血球の浸潤が著明で，一部に小壊死巣の形成
が見られる。その他の臓器の褒化として，肺臓の軽， 
度の浮腫，出血並びに肝臓の軽度の欝血が見られる。
No.23 実験動物番号 HR 23 体重 150gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に
注射，注射後48時間にて死亡。
剖検所見: 心臓は1. 5gで肉眼的には，心外膜の
著愛はなし、。心筋は著明に衛調し心弁膜の肥厚が見
られる。組織学的には，弁膜の粗繁化，内皮下細胞
増殖並びに内皮細胞の腫脹が見られ，心筋聞には多
核白血球の欄費性の浸潤，一部には膿蕩形成が見ら
れる。その他の臓器の愛化として，肺臓に散在した
小出血巣並びに肝臓の穆血が見られる。 
No.24 実験動物番号 HR24 体重 150gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液0.3ccを左心室内に
注射，注射後 48時間にて死亡。
剖検所見: 心臓は 0.9gで肉眼的に心外膜の異常
を見ないが，心筋に著明な潤潤が見られる。弁I膜装
置は特に異常を見なし、。組織学的に，弁膜装置に特
記すべき所見はないが間質に高度の多核白血球浸潤 
が見られる。その他の臓器には肺臓に小出血巣が見
られる他異常を見なし、。
No.25 実験動物番号 HR 25 体重 110gの白
鼠， 10倍溶血性連鎖球菌浮遊液 0.3ccを左心室内に
注射，注射後 48時聞にて死亡。
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剖検所見: 心臓は 0.7gで肉眼的に心外膜は正常 見られる。その他の臓器の菱化として，肝臓に軽度
であるが，心筋は著しく潤濁し，心弁膜装置は軽度 の欝血が見られる他特記すべき所見はなし、。
であるが一様の肥厚が見られる。組織学的に見る (以上の実験成績を表示すれば第 2表の如くであ
と，弁膜の組震化が著明であり，心筋間質に多核白 る〉。
血球の浸潤と円形細胞の浸潤，一部には小壊死巣が
白鼠に於ける実験成績 2:表
動物 注射 菌種及び 実験 弁 膜 ~ イじ 心筋~化
番号 回数
菌 量
くcc) 期間 脚成|粗繁化[恥乍語障皮唯 種事関
HR 1 
HR 2 
HR 3 
HR 4 
HR 5i 
HL 6 
HR 7 
HR 8 
HR-9 
HR 10 
HR 11 
HR 12 
HR 13 
HR 14 
HR 15 
HR 16 
HR 17 
HR 18 
HR 19 
HR 20 
HR 21 
HR 22 
HR 23 
HR 24 
HR 25 
1 
1/ 
1/ 
H 
H 
H 
1/ 
H 
H 
H 
1/ 
1 
H 
H 
H 
1/ 
H 
H 
1 
。 
1/ 
1/ 
H 
H 
H 
溶連0(.E371町 
0.5 
0.3 
0.3 
0.2 
0.4 
0.2 
0.2 
0.3 
0.3 
0.4 
0.4 
0.5 
0.2 
0.2 
0.3 
0.3 
0.3 
0.4 
0.4 
0.2 
0.2 
0.3 
0.3 
0.3 
30時間 
38 グ 
20 1/ 
2 1/ 
201 
20 グ 
56 1/ 
36 1/ 
681 
77 1/ 
81 1/ 
62 1/ 
43 1/ 
43 グ 
10 グ 
6日 
〈殺)611 
10 1/ 
101 
10 1/ 
38時間 
401 
48 1/ 
48 グ
481 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
1+十 +十 
4十ト 1+ 
+ 
+ 
+ 
+
+ 
+ 
+ 
+
+ 
+ 
+ 
+
+ 
+ 
+ 
+
+ 
+ 
弁膜附着 
十 
+ 
十 +十
十 
* 
十
+ 
+十 1+ 
+ 
+ 白血球+浸潤 
4十 白血球十浸潤 
+ 
十 
十ト
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+
+ 
+ 
+ 
十ー  + 
+ 
十 + 
肉芽+形成 
十 
十 + 
十 + 
十 十 
十 十 
十 
-
1+ + 
+ 
十 
十 十 
十
第4節小 括 不透明の庇整形成を認めたもので，その大きさは半
以上の実験成績を総括するに， 25例中 5例には肉 米粒大乃至粟粒大である。之を組織学的に見ると，
眼的に弁膜に著明な庇整形成が認められ，また他の 4例に於て弁膜の心房面で而も弁膜附着部に近い処 
20例には弁膜に定型的な庇整形成は認められない に，エオジンで、淡赤く染まる血栓の附着を認める。
カ丸、大多数の症例に於て，僧~I自弁に白色半透明の小 この血栓内には多量の菌塊が存在し，該血栓附着部
結節形成並びに水腫性肥厚が見られる。今これを両 の内皮細胞は崩壊乃至欠損を示す(図 5 HR1)。:、 
群に分類して観察するに， 弁膜自体に於ては， 1例に於て組暴言化を認め， 2例 
A) 肉眼的に弁膜に庇整形成を認める 5例 に於て内皮細胞の著明なる増殖を見，他の 1例に於 
a) 弁膜愛化。肉眼的に明らかに僧帽弁に帯黄色 ては，多核白血球の強い浸潤を認める。之等の 4例
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の弁膜には血栓内と同様に菌塊の集積を認め，菌塊
集積の周囲に於ては弁膜の蛮性，壊死，崩壊の像が
認められる4次ぎに他の 1例(図 8:HR 17)に於
ては，エオジン濃染の物質が弁膜閉鎖縁に認めら 
れ，此の場合には菌塊は認められないし，弁膜自体
の反応性蛮化も軽度である。
め心筋委化。 H10に於ては心筋内粟粒大の膿蕩
による癒痕化を認めるが，他の Hlに於て血管周囲
に好塩基性大単核細胞の集緩を伴える結締織の膨化
せるものを認め，他の 3例に於ては弁膜起始部に於
ける膿蕩形成を認める他，間質に於て円形細胞の浸
化を認める。心外膜愛化，全例の内 4例に於て円形
細胞浸潤，多核白血球，組識球浸潤，淋巴球様細胞
の浸潤等の菱化を認む。
' 第 4費総括並びに者按
以上総括するに，家兎及び白鼠に対して葡萄球菌
及び溶血性連鎖球菌浮遊液を左心室内に大部分のも
のは唯 1回注入する事により，血栓性心内膜炎を作
る事が出来た。そして血栓を附・けなし、その他のもの
でも多少それに準ずる或はその前階梯の愛化を得る
事が出来たものである。ところがこのZおむを病理組
織学的に見ると多くのものは所謂敗血症性血栓性の
潤を僅かに認める程度である。~化だけで弁膜の肥厚は目立たない。病巣感染によ 
B) 肉眼的に弁膜に庇賛形成を認めないもの
a) 弁膜斐化。 20例に於て，弁膜に庇賛を認めな
いが，大多数に於て僧帽弁に内皮層の粗な白色半透
明の部分を認め或は弁膜の水腫性肥厚を認めること
が出来る。之を紘識学的に見ると，大多数に於て，
弁膜の組緊化を見，更に 1例に於て弁膜附着部の壊
死を認める。内皮下細胞は一般に増加し， 3例に於
て著明な白血球浸潤を認めることが出来，内皮細胞
は一般に腫脹し， 9例に於て内皮細胞の増生を認め
た。
b) 心筋愛化。弁膜附着部壊死の認められた 1例
る，岡林或は教室の北条及び Clawsonの実験では 
弁膜の肥厚が著明で極めてリウマチ型，或は亜急性
血栓性心内膜の型に近し、。著者の場合は寧ろカノレミ
ンを使用した石橋の実験に近いもので弁膜の菱化は
ノルメルギー乃至アネルギー的な愛化を示しただ
敗血症性血栓の附着にとどまり，弁膜の肥厚はあま
り著明ではなし、。一般に静脈内に唯 1回菌を注射し
ても仲々心内膜炎は発生しない。之は静脈内に入つ
た菌が，左心室に達する前に肺臓と云う器官がある
為であり，菌の稀釈が行われ或は菌の消化が行われ 
る為であると，中山は述べてし、る。従って肺臓を経
に於ては，該部に近づき心筋に於て菌塊を有する比. 由せずにし、きなり菌を左心室内に注入すれば，前述
較的大なる膿湯を見る。白血球浸潤を認めた 1例に の肺の菌抑制作用を受けないで弁膜に炎症を惹起さ
於ては，心筋内血管周囲には大単核円形細胞の集族 せ得ると考えられる。著者の実験でもこの間の経緯
を認める。他の例に於ては，小膿痕形成，血管，周囲 を短的に示して，敗血症性血栓J性心内膜炎を得る事
の円形細胞浸潤，間質の粗室主化及び細胞増加等の愛 が出来たのである。
第5章結 論
一般に細菌を静脈内に唯 1図注射しても弁膜炎は起らない。著者は家兎及び白鼠に就て，全
く前処置なしにその左心室内に，黄色葡萄球菌浮遊液及び溶血性連鎖球菌浮遊液を喰 1@注射
する事に依り，家兎 11例中 1例，白鼠 25例中 5例に於て敗血症性血栓性心内膜炎を得る事が
出来た。
との弁膜炎にはリウマチ型及び遷延性心内膜炎と云われるものと異り，分割炎性の肉芽の増
殖なく，弁膜組織には反応性が少く弁膜内皮細胞の壊死と，浅在性潰療があり，そこに大量の
、菌の附着及び僅少の血栓を見るのみであるO 之は左心室に大量の菌が一度に流入し，菌自体に
より弁膜が傷害されるものと考えられる。
項を終るに臨み，御懇篤なる御指導，御校闘を賜わった，故石橋教授並びに滝沢，岡林両教授
に深甚なる感謝の意を表し，併せて教室員各位の御援助を謝す。
なお，本実験は文部省科学研究補助費によるものである。
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H6 
僧帽弁に於ける米粒大，帯黄色不透明の庇賛形成。
第 1図 H 4. 第 2図 H 4. 
血管外膜の結締織増殖並びに 心筋壊死巣の肉芽形成。
心筋壊死を伴う肉芽形成。
第 3図 H 5. 第 4図 H 6. 
僧帽弁の粗緊化。基質の細胞増殖。 僧帽弁， ft賛形成。 
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1.HR区5第 .1
僧帽弁起始部に於ける半米粒大庇整形成。
第 6図 HR 1. 
左室心内膜に近きJ心筋の肉芽腫形成。
第 8図 HR17. 
{曽帽弁，閉鎖縁に於ける庇整形成。
第7図 HR9. 

左室心内膜に近き心筋の間質に於ける

円形細胞並びに大単核細胞の集族。

